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邦文抄録（300字程度） 

本利用課題では，知識に基づく頑健で高精度な構造的言語処理を実現し，これによって様々なテキストの横断的

な関連付け，検索，比較を可能とする知識インフラを構築することを目的とする．そのために，大規模 Web コーパス

に対して言語解析を適用し，その解析結果から膨大な知識を獲得する．知識としては，動詞の意味フレームと事象

間因果関係知識を対象とする．前者は構造的言語処理の基盤的な知識であり，後者はテキストの関連付けに必須

の知識である．この知識獲得の処理には膨大な計算量が必要になるが，TSUBAME の大規模並列計算資源を利

用することによって，極めて短期間で達成することができた． 

 

英文抄録（100 words程度） 

In this project, we perform linguistic analysis to a large-scale Web corpus and use the resulting 

analyses to acquire wide-coverage knowledge, such as semantic frames and causal knowledge 

between events. The knowledge acquired can be used to improve linguistic analysis and further 

realize cross-document statement linking, search and comparison. We accomplished these knowledge 

acquisition processes quite rapidly using TSUBAME. 
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背景と目的 

テキストは，専門家によるデータの分析結果や解釈，

ステークホルダーの批判・意見，種々の手続きや ノウハ

ウなどが表出されたものであり，人間の知識表現の根幹

である．テキストとして表現された知識を計算機によって

抽出・関連付けすることができれば，社会における知識

循環を円滑化し，異なる分野間での知識の相互関連性

の発見や，新しい知識・法則の発見を支援することが可

能となる．言語情報処理はウェブをはじめとする大規模

テキストの活用によって長足の進歩を遂げつつあるが，

本利用課題ではこれをさらに発展させ，知識に基づく頑

健で高精度な構造的言語処理を実現し，これによって

様々なテキストの横断的な関連付け，検索，比較を可

能とする知識インフラを構築する． 

本利用課題では，TSUBAME の大規模計算機環境

を用いて，上記の目的を実現するために必要となる知

識を大規模テキストコーパスから自動獲得する． 

 

概要 

本利用課題では，大規模 Web コーパスに言語解析

を適用し，その解析結果から 2 種類の知識を獲得した． 

 1 つ目の知識は，言語を解析する際に基盤となる語彙

知識である．自然文を解析するためには，語彙知識とし

て単語と，その品詞，および付随する情報を持った辞書

を整備する必要があり，新しく生まれる語彙に対応する

ためには常に語彙を拡張していく必要がある．このため， 

WEB テキスト 9653 万文書に対して文分割，形態素解

析，係り受け解析を行い[村脇+ 10]の手法により語彙獲

得を行った． 

2 つ目の知識は，省略・照応・談話解析の基盤的知識

となる意味フレームであり，述語がどのような格をとり，ど

のような名詞と関係をもつかを記述したものである．次に

"observe"という英語の動詞に対する一つの意味フレー

ムを示す． 

 

"subj:{child,people, ...} observe dobj:{bird, animal, ...} 

prep_at:{range, time,...} 

 

昨年度，[Kawahara+ ACL14]の手法を言語解析結果

に対して適用して意味フレームを獲得した．この手法は，

言語解析結果から述語項構造を抽出し，まず似た意味

をもつものをマージして初期フレームを作る．次に，初

期フレームを Chinese Restaurant Process によってクラ

スタリングすることによって，述語ごとに最適な数の意味

フレームを自動的に推定する．このような段階的プロセ

スによって，大規模な言語解析結果を入力しても，スケ
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ーラブルに意味フレームの獲得を行うことができる． 

今年度は，その意味フレームをまとめあげることで，動

詞の意味クラスの獲得に取り組んだ．また，昨年度は英

語を対処に意味フレームの獲得を行ったが，今年度は

同様の手法を日本語に適用することで，日本語の意味

フレームの獲得も行った． 

 

 

結果および考察 

 

語彙獲得 

9653 万文書を解析したテキストに対して，未知語抽

出処理[村脇+ 10]を行い，新規に 5688 語を獲得した．

獲得した語の一部を図 1 に示す． 

 
図 1 獲得した未知語例 

頻度の高い順に，各単語の頻度をプロットしたグラフ．縦軸は Web１０

００万文書での単語の出現頻度を表し，横軸は頻度の順位を示す．

比較のため Wikipedia 等の他の辞書から得られた語もプロットしてい

る. 

 

新しい WEB テキストから語彙を獲得することにより，”

食べログ”や”ポチる”等の近年使われるようになった語

彙が名詞にかぎらず獲得できている． 

 

意味フレーム・意味クラスの獲得 

昨年度構築した約 1,700 動詞に対するウェブテキスト

（約 2.2 億文書，6.9 億文）から構築した約 62,000 個の

意味フレーム（例を図 2 に示す）を用いて，[Kawahara+ 

EACL14]の手法を適用することで英語意味クラスを獲

得した．具体的には意味フレーム Chinese Restaurant 

Process でクラスタリングすることによって 840 個の意味

クラスが獲得できた．TSUBAME で並列処理することで，

3 日間で構築した．獲得した意味クラスの例を図 3 に示

す． 

英語の知識獲得に関する研究においては，ここまで

大規模な解析済みコーパスから意味フレームおよび因

果関係知識を獲得した例はなく，TSUBAME の分散並

列処理の利用により極めて短期間で重要な成果を上げ

られたといえる． 

獲得した意味フレームを評価するために，人手で

PropBank のフレームを付与した SemLink コーパスを用

いて評価実験を行い，いくつかのベースライン手法を有

意に上回ることを確認した． 

また，web から抽出した日本語 70 億文に対して，

[Kawahara+ ACL14]の手法を適用することで，日本語意

味フレームの構築も行った． 具体的には 36 万述語に

対して Chinese Restaurant Process でクラスタリングする

こで，約 1200 万個の意味フレームが獲得できた．獲得

した意味フレームの例を図 4 に示す． 

 

 
図 2用いた英語意味フレームの例 

 

 

 
図 3獲得した英語意味クラスの例 
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図 4獲得した日本語意味フレームの例 

 

まとめ，今後の課題 

 

語彙獲得の今後の課題はさらなる語彙の獲得と，質

の向上である．また，獲得した意味クラスを用いて，構文

解析や意味役割付与，語義曖昧性解消などの応用タス

クに取り組むことを考えている．また，構築した日本語意

味フレームを分析したところ，フレームの粒度が荒いこと

がわかったので，さらに精錬したいと考えている． 
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